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【外皮性能】断熱仕様を複写して自社仕様として登録する方法 

文書管理番号：1077-04 

Q.質 問  

外皮性能計算で、自社の断熱仕様として保存したい。 

既存の断熱仕様を利用して、断熱材の種類や厚みが異なる断熱仕様を作成したい。 

A.回 答  

断熱仕様は、「外皮仕様設定ツール」で、断面構成が類似する既存の断熱仕様を複写して、別の断熱仕様

を追加登録することができます。 

ここでは、「令和３年４月１日以降の仕様」で、下のような構成の外壁を例に、外壁一般部の断熱仕様

を追加する手順を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外壁一般部にあらかじめ登録されている断熱仕様 No.S36「外壁 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ高性能品 HG16-38 105 ㎜」

を複写して、断熱材料を「ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 高性能品 HG14-38」、厚みを 100 ㎜に変更し、断熱仕様「［充

填］ｸﾞﾗｽｳｰﾙ HG14-38 100 ㎜」として登録します。 

 

間柱 45 ㎜×105 ㎜                柱 105 ㎜×105 ㎜ 

1 外壁材 
2 通気層 
3 合板 t=12 ㎜ 
4 高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 HG14-38 t=100 ㎜ 
5 せっこうボード t=12.5 ㎜ 

＜室内側＞ 

＜室外側＞ 
1 

2 3 

4 

5 

※せっこうボードは横架材まで張り上げていない 
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【参考】計算方法の仕様について 

外皮性能計算は、「令和 3 年 4 月 1 日以降の仕様」（令和３年 4 月 1 日施行の「改正建築物省エネ

法」に準拠した計算方法）、「令和３年３月 31 日以前の仕様」（これまでの計算方法）の両方に対応

していますが、申請等には「令和 3 年 4 月 1 日以降の仕様」をご利用ください。 

計算方法の仕様は「設定」メニューより変更でき、どちらの仕様で動作しているかは、画面上部の

タイトルバーで確認できます。計算方法の仕様を変更すると、元の仕様で設定した外皮仕様や条件

を初期化し、計算内容がリセットされます。 

 

 

 

 

【注意】外皮仕様設定ツールのユーザー定義について 

外皮仕様設定ツールの内容は「令和３年４月１日以降の仕様」と「令和３年３月 31 日以前の仕様」

とで管理が異なります。 

「令和３年４月１日以降の仕様」で動作した際は、「令和３年３月 31 日以前の仕様」で追加した

ユーザー定義の「材料」と「屋根、天井、外壁、床」の断熱仕様は、取り込みを行うと内容を引き

継いで使用できます。 

なお「基礎」の断熱仕様および「開口仕様」については、取り込みを行うことができません。「令

和３年４月１日以降の仕様」のユーザー定義で、新たに登録してご使用ください。 

  

【仕様の切り換え】 

「令和３年４月 1 日以降の仕様」で

動作中は「令和 3 年 3 月 31 日以前

の仕様に変更」と表示される 

【動作中の仕様】 
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操作手順 

① (外皮仕様設定ツール)をクリック 

＊ 外皮仕様設定ツールの画面が表示されま

す。 

＊ 外皮仕様設定ツールの起動方法は複数あ

ります。起動方法については、こちらをご

覧ください。 

[1076]【外皮性能】外皮仕様設定ツールの

起動方法 

 

② 断熱仕様の「屋根、天井、外壁、床の設定」を

クリック 

＊ 屋根、天井、外壁、床の設定の画面が表示

されます。 

 

③ 部位を「外壁一般部」に切り替え、No.S36「外壁 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ高性能品 HG16-38 105 ㎜」を選択

し、「複写」をクリック 

 

＊ ユーザー定義の画面に切り替わり、複写されます。 

 

 

② 

③-1 

③-2 

③-3 

http://faq.cpucloud.jp/faq/data/as_1076.pdf
http://faq.cpucloud.jp/faq/data/as_1076.pdf
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④ 複写された仕様を選択し「編集」をクリック 

 

＊ 部材仕様設定の画面が表示されます。 

 

⑤ 一般部材の「ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 高性能品 HG16-38」をダブルクリック 

 

＊ 材料設定の画面が表示されます。 

 

ダブルクリック 

④-2 

④-1 

⑤ 
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⑥ 該当する材料を選択し、「OK」をクリック 

＊ ここでは、一般部材として「ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 高性能品 HG14-38」を選択します。 

＊ 分類で「ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材」を選択すると、絞り込みができます。 

 

＊ P.4 操作⑤で選択した行に、材料名と熱伝導率 λ が転記されます。 

 

⑦ 一般部材・熱橋部材ともに、厚さ d を「100」㎜に変更 

＊ 平均熱貫流率が自動算定されます。 

 

⑧ せっこうボード(GB-R､GB-D､GB-L､GB-NC)を選択し、削除をクリック 

 

＊ ここでは、せっこうボードや合板などの面材の層は含めません。 

＊ 内壁下地材で横架材まで張り上げられていない場合は、平均熱貫流率の計算に算入できません。 

詳しくは、こちらをご覧ください。 

[1175]【外皮性能】外壁の一般部（断熱部）と熱橋部の厚さが異なる断面構成 

分類の切替 

⑥-3 

⑥-2 

⑥-1 

⑦ 

⑧-2 

⑧-1 

http://faq.cpucloud.jp/faq/data/as_1175.pdf
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⑨ メッセージを確認し「OK」をクリック 

 

＊ せっこうボード(GB-R､GB-D､GB-L､GB-NC)が削除され、平均熱貫流率が自動算定されます。 

＊ 「キャンセル」を選択すると、選択の画面に戻ります。 

 

⑩ 断熱仕様名を変更し、「OK」をクリック 

＊ ここでは、断熱仕様名を[充填]ｸﾞﾗｽｳｰﾙ HG14-38 100 ㎜に変更します。 

 

＊ 外壁一般部のユーザー定義に追加されます。 

  

⑩-1 

⑩-2 

⑨ 

⑩-2 
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⑪ 「OK」をクリック 

 

＊ 外皮仕様設定ツールの画面に戻ります。 

 

⑫ 「閉じる」をクリック 

  

＊ データベースが更新されます。 

  

  

⑪  

  

⑫  
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参考：断熱仕様 No について 

断熱仕様 No は、仕様選択画面、部材設定一覧、リアルタイム 3D ビューア、図面のすべてに表示され

ます。使用している断熱仕様を、断熱仕様 No から判断できます。 

先頭の文字が「U」の場合はユーザー定義、先頭の文字が「S」の場合はシステム定義の部材です。 

 

⚫ 部材仕様設定 

 

 

 

 

⚫ 各種図面 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 部材設定一覧、リアルタイム3Dビューア 

 

 

 

U01 

U01 

U01 


